
○背景
・既存事業においては、市場競争の激化が進んでおり、新規事業
分野への進出の必要性が高まっている中、施設の老朽化やス
ペース不足による新設備導入の停滞が課題となっている。

・また、検査部門ごとに建物が分かれていることによる連携・効率
の悪さも課題になっている。

○事業内容
・横浜市都筑区にラボを新設し、新たな設備を導入するとともに、
検査部門を集約することにより、新規事業分野の開拓と業務の
効率化を図る。

・これにより、付加価値創出額１億4,300万円を目指す。

臨床検査部門の集約化と事業拡大に向けた新ラボ開設

【事業計画】

企 業 名 ：株式会社保健科学研究所
所 在 地 ：横浜市保土ヶ谷区神戸町106番地
営業品目：各種臨床検査の受託事業

【事 業 者】

【事業概要】

地域未来投資促進法に基づく承認地域経済牽引事業計画 資料２

地域との連携・貢献

・地域住民も利用できる健診センターや医療系専
門書の図書館等の開設

・地元大学との共同研究実施等による連携

新規事業分野の開拓

・新設備の導入による
新たな検査分野（病
理、水質・環境検査、
細胞培養）の開拓

・近年高まっている再生
医療ニーズに対応した
研究開発


